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再生可能エネルギーを利用した電気自動車向け 

充電インフラシステムの共同開発をスタート 

 
三菱商事は、東京工業大学(以下、東工大)等と共同で、再生可能エネルギーを利用した電気自

動車向けインフラシステムの共同研究開発を行います。 

 

電気自動車は、走行する際に CO2 などの排気ガスを出さないクリーンな乗り物であり、地球温暖

化防止の観点から注目されております。また、近年のガソリン価格の高騰などにも直接左右され

ないため、わが国のロジスティックス産業にパラダイムシフトを起こす可能性も秘めています。 

 

三菱自動車工業㈱は、2009 年から電気自動車「i-MiEV」を販売すると発表しており、地球環境問

題・社会問題の解決のためにも急速な普及が期待されております。しかしながら、普及のために

は、電気自動車の駆動源であるリチウムイオン電池などを充電するためのインフラが不可欠で

す。 

 

本共同開発では、太陽光、太陽熱、風力といった再生可能エネルギーを有効に活用した環境負

荷の少ない電気自動車の充電システムを開発します。実証にあたっては、東工大の大岡山キャン

パスに太陽光発電パネル、太陽熱発電機及び充電システムを設置し、すずかけ台キャンパス、田

町キャンパスとの間に三菱自動車工業㈱の電気自動車「i-MiEV」の試作車を走行させます。 

 

また、電気自動車ユーザーの自宅を想定したコンセプトハウス（高砂）にも太陽光発電パネルを設

置し、カーポートで電気自動車を充電し大岡山キャンパスとの間を走行させる予定です。コンセプ

トハウス部分の研究については、アイフルホーム（㈱トステム住宅研究所）が参加する予定です。 

 

なお、本共同研究開発は、東工大統合研究院の AEM（Advanced Energy Management: 先進的エ

ネルギーマネジメント）プロジェクト（プロジェクトリーダー：柏木孝夫教授）の展開の一つとして行わ

れるものです。研究期間は平成２０年７月１日から平成２２年３月３１日であり、上述の企業の他、

株式会社 ジーエス･ユアサ パワーサプライも協賛する予定です。 

 

以上 

 

 



 

１．電気自動車充電インフラの概要 

 

本共同研究では、火力発電、原子力発電などにより供給される電力消費を少なくするため、太陽

光発電、太陽熱発電及び風力といった再生可能エネルギーを最大限活用し、トータルで環境負荷

を低減するインフラシステムを構築します。 

 

太陽光、太陽熱発電は昼間しか発電しないため、夜間に電気を利用するためには昼間発電した

電力を蓄えておくシステムが必要です。また、夜間に電力会社から供給される安価な余剰電力も

適切に蓄電し、必要なときに放電して利用することによりエネルギーコストを低く抑えることもでき

ます。本研究開発では、これら地球に優しく、そして安価なエネルギーを最大限利用するためのパ

ワーコントロールシステムを開発します。 

 

さらに本研究開発では、実際の電気自動車の使用環境を想定し、コンビニエンスストアやスーパ

ーで買い物をしている間に、さらには高速道路のサービスエリアでの休憩中に、駐車スペースで

安全にかつ短時間に電気自動車を充電するための急速充電システムも併せて開発します。 

 

【東工大を中心とした電気自動車向け充電インフラシステム】 

 

受受電電施施設設  

太太陽陽熱熱発発電電  

 太太陽陽光光発発電電  

充充電電用用ポポスストト  

風風力力発発電電  

パパワワーーココンントトロローールル・・ユユニニッットト  

太太陽陽エエネネルルギギーー  

風風力力エエネネルルギギーー  
受受電電施施設設  

受受電電施施設設  
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田田町町キキャャンンパパスス  

すすずずかかけけ台台キキャャンンパパスス  

ココンンセセププトトハハウウスス（（高高砂砂））  

風風力力発発電電量量情情報報  

太太陽陽光光発発電電  



 

２．太陽光発電、太陽熱発電及び風力発電について 

（１）太陽光発電 

主にシリコン半導体によって作られる太陽電池パネルを利用し、太陽光エネルギーを直接電気に

変換する発電方式です。大規模な発電プラントから各家庭に設置するサイズのものまで幅広く普

及しています。 

 

（２）太陽熱発電 

地球に降り注ぐ太陽光の「熱」を利用して発電するシステムです。様々な形状の鏡を使って太陽

光を集光し、局所的に高温を作り出して油などの熱媒体を加熱し、さらに水蒸気を作り出してター

ビン等を回し発電する方法です。 

 

太陽熱発電施設には、トラフ型、タワー型、ディッシュ型の 3 種類がありますが、本研究開発にお

いてはディッシュ型の太陽熱発電機を用います。ディッシュ型の太陽熱発電機は、曲面鏡（Dish）

で反射させた太陽光を中央にあるレシーバーに集め、スターリングエンジン（理論発電効率が非

常に高い発電機）にて発電する方式です。 

 

ディッシュ型の太陽熱発電施設は比較的コンパクトなシステムであるため、国土が狭く、発電施設

に割けるスペースの限られた日本に適した施設であるといえます。 

 

【ディッシュ型太陽熱発電機の写真】 

 

Photo courtesy of Infinia Corporation 

www.infiniacorp.com 

 

（３）風力発電電力の平準化 

風力発電は、風の状況によって発電量が決まるため、電力の需要に応じて発電量をコントロール

することができません。たとえば、電気の需要が少ない夜間にも風力発電は稼動し続けるため、

不必要な電力が送電網に流れ込むこととなり、電力の安定供給に支障をきたす可能性がありま



 

す。 

そこで東工大は、遠隔地での風力発電の発電量データを、電気自動車の充電システムに送信し、

風力で発電が行われている時にだけ充電が行われるシステムの開発に取組んでいます。このシ

ステムにより、将来電気自動車の数が増えた際にも、夜間の風力発電による余剰電力で効率的

に電気自動車を充電することができ、さらに送電網への負担を軽減して電力の安定供給も確保す

ることができます。 

 

 

３．東京工業大学について 

・ 名称：国立大学法人 東京工業大学  

・ 学長：伊賀 健一 

・ 所在地：東京都目黒区大岡山 2-12-1 

・ 教職員数：１，７５９名（2007 年 5 月 1 日現在） 

・ 組織構成： 

■大学院：理工学研究科（理学系・工学系）、生命理工学研究科、総合理工学研究科、情報理工

学研究科、社会理工学研究科、イノベーションマネジメント研究科  

■学部：理学部、工学部、生命理工学部  

■附置研究所：資源化学研究所、資源循環研究施設、精密工学研究所、マイクロシステム研究セ

ンター、応用セラミックス研究所、セキュアマテリアル研究センター、原子炉工学研究所  

■統合研究院 ■グローバルエッジ研究院 ■附属図書館  

■学内共同研究教育施設等：教育工学開発センター｜学術国際情報センター｜極低温物性研

究センター｜教育環境創造研究センター｜火山流体研究センター｜炭素循環エネルギー研究セ

ンター｜量子ナノエレクトロニクス研究センター ｜外国語研究教育センター｜フロンティア研究セ

ンター（ベンチャー・ビジネス・ラボトリー部門｜インキュベーション部門）｜バイオ研究基盤支援総

合センター｜建築物理研究センター｜国際高分子基礎研究センター｜分析支援センター｜東京

工業大学キャンパス・イノベーションセンター｜都市地震工学センター｜大規模知識資源センター

｜インスティテューショナル技術経営学研究センター｜ものつくり教育研究支援センター｜理財工

学研究センター｜量子ナノ物理学研究センター｜バイオフロンティアセンター｜エージェントベー

ス社会システム科学研究センター｜分子理工学センター｜地球史研究センター｜先進ナノマテリ

アル研究センター｜革新的原子力研究センター｜スーパーメカノシステム創造開発センター｜太

陽光発電システム研究センター｜学生支援センター｜世界文明センター 他 

 
 


